
第200号 － 令和4年3月定例会 －

市議会だより
こおりやま

主な掲載内容 

発行日：令和4(2022)年5月1日
発 行：郡山市議会 
編 集：郡山市議会広聴広報委員会
〒963-8601 郡山市朝日一丁目 23番７号 
TEL 024-924-2521 FAX 024-938-2810 
メールアドレス soumugiji@city.koriyama.lg.jp 

･･････････････････････２頁
･････････････････････････３頁

･････････････････４,５頁
･････････････････････････････６,７頁
･････････････････････････８～17頁

･･･････････････････････18頁
･････････････････････････････19頁

がくとくんとおんぷちゃんがくとくんとおんぷちゃん

議会だより創刊２００号記念特集
議会モニターアンケート結果
３月定例会のあらまし、議決結果等
常任委員会の審査状況
代表質問、市政一般質問
令和４年度当初予算の主な内容
特別委員会、議員研修会

昭和47年の創刊から
今号で200号を迎えました！



こおりやま市議会だよりアーカイブ 
創刊200号
記念特集  

本紙は、今号で200号を迎えました。そこで、
これまでの変遷を表紙写真で振り返ります。 

昭和47年５月 創刊号 
当時は市役所本庁舎にあった議場 

平成元年８月 第69号 
開業直後のカルチャーパーク 

平成４年８月 第81号 
建設中の郡山市立美術館 

平成21年５月 第148号 
オープンしたニコニコこども館 

 平成27年５月 第172号 
中央公民館リニューアル 

議会だよりをより良いものにするために平成 11 年に発足した議会だより編集委員会は、令和2年、
広聴広報委員会となりました。市民に開かれた議会を目指し、議会報告会・意見交換会の開催や、議員
が議会や議場を紹介する議場見学など、新しい取組みを進めています。これからも、市民の皆様にとっ
て、分かりやすい、親しみやすい議会の広聴広報活動を進めてまいります。  広聴広報委員会一同  

過去の議会だよりを次の場所で御覧いただけます。 
議会を通して郡山市の歴史を感じてみませんか。 
  ◇議会事務局（西庁舎６階）前閲覧コーナー（公開期間は令和４年５月末まで） 
  ◇中央図書館２階郷土資料コーナー 
 ◇市議会ウェブページ ※第140号から最新号まで掲載 

バックナンバー 
公開中 

平成30年５月 第184号 
西田学園義務教育学校開校 

特集 

令和元年 
広聴広報 
委員会発足 

昭和55年 
Ｂ５⇒Ａ４に 

平成３年 
カラー印刷に 

平成21年 
質問議員の 
顔写真掲載 

平成27年 
表紙を刷新 
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議会モニターアンケート結果
開かれた議会を目指し、 市民の意見や提言を広く聴取するため実施する議会モニターについ
て、事前に御応募いただきました28名の方々から『こおりやま市議会だより第198号（令
和３年11月１日発行号）』のアンケートに御回答いただきました。 

 

 

いただいた貴重な御意見は、広聴広報委員会で協議し、よりよい紙面と
なるよう活かしてまいります。 
 アンケートの集計結果は、市議会ウェブページに掲載しています。  

 

 集計結果 

こおりやま市議会だより　第200号
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１ こおりやま議会だよりを読む頻度は？ 

毎回必ず読む
39%

年に一度
は読む
14%

ほとんど読
まない
22%

今回が初めて
25%

２ 広報誌全体の内容は？ 

大変良い
11%

良い
86%

無回答
3% 〇どのような内容を掲載すべきか？ 

・毎回特集ページを作る。 
・市民の希望や感想を掲載する。 
・市民が関心のある内容にまとめる。 
・若者も興味がわくようにわかりやすい
・概要説明を加える。 
               など 

３ 広報誌をよりよくするために感じたことは？（複数回答可） 

 

写真を増やす
36%

イラスト
を増やす
11%

文字を
大きく
14%

ページを
増やす
5%

配色の工夫
11% その他

23%

〇その他の意見 
・１面４段という紙面なので単調に感じて
   しまう。 
・できるだけ図表で表した方が見やすい。 
・本文の文字を大きくしたことで見出しが
   相対的に小さく見える。 

など 



郡山市監査委員の選任

郡山市固定資産評価審査委員会委員の選任

人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めること

条
例
改
正

議
会
案

郡山市職員の勤務時間、休暇等に関する条例

包括外部監査契約

郡山市有林基金条例

郡山市災害見舞金等支給条例

令
和
３
年
度

一般会計（第14、15、16号）

一般会計（第1、2号）

県中都市計画土地区画整理事業特別会計（徳定（第1号）、
大町（第1号））、下水道事業会計（第1号）

令
和
4
年
度

当
初
予
算

補 

正 

予 

算

補
正
予
算

市道路線（認定、変更、廃止）

専決処分の承認を求めること

郡山市職員の育児休業等に関する条例

郡山市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例

郡山市指定障害者支援施設の人員、設備及び運営に
関する基準等を定める条例の一部を改正する条例

郡山市営住宅条例

郡山市個人情報保護条例

郡山市職員の給与に関する条例及び単純な労務に
雇用される職員の給与の種類及び基準に関する条例

郡山市議会会議規則の一部を改正する規則

郡山市議会委員会条例の一部を改正する条例

全会一致で可決した議案等

特
別
会
計
等

特
別
会
計
等

国民健康保険（第５号）、後期高齢者医療（第４号）、
介護保険（第５号）、県中都市計画土地区画整理事業
（富田第二（第2号）、伊賀河原（第2号）、徳定（第４、
5号）、大町（第3、4号））、総合地方卸売市場（第2
号）、工業団地開発事業（第3号）、熱海温泉事業（第
4号）、企業会計（下水道事業（第４、5号））

国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険、公共用地先
行取得事業、県中都市計画土地区画整理事業（荒井北
井、富田第二、伊賀河原、徳定、大町）、駐車場事業、県
中都市計画郡山駅西口市街地再開発事業、総合地方卸
売市場、工業団地開発事業、熱海温泉事業、母子父子
寡婦福祉資金貸付金、財産区（多田野、河内、片平、月
形、舟津、舘、浜路、横沢、中野、後田）、企業会計（水道
事業、簡易水道事業、下水道事業、農業集落排水事業）

そ
の
他

条
例
改
正

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど
議
案
72
件
、

議
会
案
４
件
を
可
決

令
和
４
年
３
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

－4－
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３
月
定
例
会
を
、
２
月
17
日
か

ら
３
月
17
日
ま
で
の
29
日
間
に
わ

た
り
開
催
し
ま
し
た
。

初
日
は
、
会
期
の
決
定
、
諸
般

の
報
告
、
郡
山
市
産
米
の
消
費
拡

大
に
向
け
た
特
別
委
員
会
か
ら
の

中
間
報
告
を
受
け
た
後
、
市
長
が

提
出
議
案
の
提
案
理
由
を
述
べ
ま

し
た
。

２
月
28
日
と
３
月
１
日
の
代
表

質
問
で
は
、
会
派
を
代
表
し
７
人

の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
２
日
は
４
つ
の
常
任
委
員
会
で
、

付
託
さ
れ
た
令
和
３
年
度
補
正
予

算
等
関
係
議
案
を
審
査
し
、
４
日

の
本
会
議
で
は
、
各
常
任
委
員
会

か
ら
の
審
査
結
果
報
告
を
受
け
、

採
決
の
結
果
、
議
案
22
件
の
ほ
か
、

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

に
断
固
抗
議
す
る
決
議
を
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

７
日
か
ら
10
日
ま
で
は
、
11
人

の
議
員
が
市
政
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

14
日
と
15
日
は
、
各
常
任
委
員

会
で
、
付
託
さ
れ
た
議
案
47
件
と

請
願
４
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

最
終
日
の
17
日
の
本
会
議
で

は
、
各
常
任
委
員
会
の
審
査
結
果

報
告
を
受
け
、
賛
否
が
分
か
れ
た

議
案
等
に
、
５
人
の
議
員
か
ら
賛

成
・
反
対
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
採
決
の
結
果
、
議
案

43
件
を
全
会
一
致
で
、
議
案
４
件

を
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
ほ
か
、

請
願
１
件
を
全
会
一
致
で
採
択
し
、

３
件
を
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
し

ま
し
た
。

ま
た
、
追
加
提
出
の
人
事
案
件

３
件
を
全
会
一
致
で
同
意
し
、
意

見
書
や
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
の
議
会

案
３
件
を
全
会
一
致
で
可
決
し
、

全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。



1人

予
算

条
　
例

請
　
願

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○令和４年度郡山市一般会計予算

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○郡山市放課後児童クラブ条例

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○郡山市学校給食共同調理場条例の一部を改正する条例

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○郡山市体育施設条例の一部を改正する条例

不採択 × × ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○

ＡＬＰＳ処理水の海洋放出設備に関する「事前了解願」に
係る意見書を福島県に提出する請願 不採択 × × × × ○ × ○ ○ ○ ○ ×

選択的夫婦別姓制度についての議論を求める意見書を
提出することを求める請願

不採択 × × × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○保険調剤薬局への無料低額診療事業に関する請願書

賛成は「○」、反対は「×」と表記しています。

果結決議名件

会派の賛否（志翔会は、議長を除く｡）

８人

志

翔

会
８人

新

政

会
4人

郡
山
市
議
会
公
明
党
4人

緑

風

会
3人

立
憲
民
主
党
郡
山
3人

自
由
民
主
党
郡
山
市
議
団

2人

日
本
共
産
党
郡
山
市
議
団

1人

虹
と
み
ど
り
の
会

無

所

属

の

会
1人

立

憲

民

主

党
1人

国

民

民

主

党

全会一致で採択した請願 全会一致で可決した意見書
福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める
意見書提出について

市議会ウェブページから
詳細を御覧ください。

次の決議を全会一致で可決しました。

福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める
意見書

可決した決議

賛否が分かれた議案等

ロシアによるウクライナ侵略に断固抗議する決議

令和４年３月４日 郡山市議会

　去る２月24 日、ロシアがウクライナに軍事侵攻し、隣国の主権と領土を武力で踏みにじる暴挙に出た。
これは国連憲章及び国際法に違反し、人道にも反する明らかな侵略であり、第２次世界大戦後の国際社会の
秩序への無謀な挑戦である。また、核の使用をほのめかし、世界を恫喝するなど言語道断であり、断じて
許すことができない。国際社会が連携し、この非道な侵略国に対して毅然とした対応で臨んでいかなければ
ならない。
　よって、本市議会は、ロシアによる前代未聞の暴挙に断固として抗議し、即時の攻撃停止と完全撤退を強
く求める。
　日本政府においては、ウクライナ在留邦人の安全確保に全力を尽くすとともに、国際社会と強く連携し、
経済制裁措置を含む迅速かつ厳格な対応を行うよう強く求めるものである。
　以上、決議する。

請願文書議案等に対する
各議員の賛否

こおりやま市議会だより　第200号
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令和４年３月定例会  常任委員会の審査状況
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郡
山
ご
当
地
グ
ル
メ
の
ク
リ 

　
ム
ボ
ッ
ク
ス
や
地
元
酒
造
の
日

本
酒
、
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ど
が
人
気

で
あ
る
。

令
和
４
年
度
は
、
新
た
な
返
礼

品
に
つ
い
て
検
討
す
る
な
ど
、
魅

力
あ
る
返
礼
品
の
充
実
を
図
っ
て

い
く
。

　
ふ
る
さ
と
納
税（
こ
お
り
や

ま
応
援
寄
付
金
）の
人
気
返
礼
品

と
令
和
４
年
度
の
取
組
み
は
。

問答　
若
者
へ
の
啓
発
活
動
の
一
環

と
し
て
、
昨
年
11
月
に
高
校
生
を

対
象
に
模
擬
選
挙
を
行
っ
た
。

若
者
に
選
挙
の
仕
組
み
や
そ
の

大
切
さ
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
投

票
率
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。

　
若
者
の
選
挙
投
票
率
向
上
の

た
め
に
行
う
施
策
の
内
容
は
。

問答

　
消
防
団
員
の
年
額
・
出
動
報

酬
の
見
直
し
を
行
う
と
も
に
、
郡

山
市
消
防
団
、
県
・
市
職
員
が
一

緒
に
、
団
員
確
保
の
協
力
依
頼
の

た
め
、
市
内
の
企
業
等
を
訪
問
し

て
い
る
。

ま
た
、
火
災
現
場
に
お
け
る
消

防
団
員
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
も

検
討
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
は
、

町
内
会
長
、
自
主
防
災
会
等
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
消
防
団
員

の
確
保
に
努
め　
　
　
　
　
　
　

て
い
く
。

　
地
域
防
災
の
要
で
あ
る
消
防

団
員
の
な
り
手
不
足
が
課
題
で
あ

る
が
、
団
員
確
保
の
た
め
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

問答

　
八
山
田
地
区
は
、
郡
山
北
工

業
高
校
を
含
む
全
体
整
備
を
年
次

計
画
で
進
め
て
い
る
。

富
田
東
地
区
の
富
田
中
学
校
は
、

既
に
下
水
道
の
供
用
を
開
始
し
て

い
る
。

　
下
水
道
の
汚
水
処
理
施
設
整

備
事
業
の
面
整
備
に
隣
接
し
て
い

る
学
校
を
一
緒
に
取
り
込
ん
で
整

備
す
べ
き
で
は
。

問答　
区
域
拡
大
に
よ
る
下
水
道
加

入
世
帯
の
増
加
以
上
に
整
備
済
み

区
域
の
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る

こ
と
で
、
使
用
量
が
減
少
し
て
い

る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　
下
水
道
区
域
を
拡
大
し
て
い

る
が
、
有
収
水
量
が
減
少
し
て
い

る
理
由
は
。

問答

　
市
街
地
の
環
境
整
備
と
良
好

な
市
街
地
住
宅
等
を
供
給
す
る
た

め
、
都
市
施
設
と
一
体
的
に
市
街

地
住
宅
を
整
備
す
る
民
間
事
業
者

を
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。

補
助
対
象
と
な
る
経
費
は
、
建

物
建
築
費
用
の
う
ち
、
廊
下
や
玄

関
フ
ロ
ア
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
等

の
共
用
部
で
、
補
助
割
合
は
３
分

の
２
で
あ
る
。

　
郡
山
駅
前
一
丁
目
第
二
地
区

（
旧
寿
泉
堂
綜
合
病
院
）
市
街
地

再
開
発
事
業
に
お
け
る
事
業
者
へ

の
支
援
に
つ
い
て
、
そ
の
事
業
内

容
と
補
助
の
割
合
は
。

問答

ー

建
設
水
道
常
任
委
員
会

道
路
、河
川
、公
園
、上
下
水
道
な
ど
に
つ
い
て

総
務
財
政

市
の
計
画
、財
政
、税
金
、文
化
、ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
つ
い
て

常
任
委
員
会
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市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
専
用
ペ
ー

ジ
に
賛
同
企
業
の
バ
ナ
ー
を
設
け

１
ク
リ
ッ
ク
ご
と
に
５
円
を
企
業

が
本
市
に
寄
附
す
る
仕
組
み
で
、

２
千
ク
リ
ッ
ク
を
上
限
と
し
て
お

り
、
10
社
程
度
を
想
定
し
、
年
間

約
120
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
新
規
事
業
で
あ
る
環
境
ワ
ン

ク
リ
ッ
ク
募
金
の
歳
入
見
込
み
は
。

問答　
西
田
町
ま
た
は
少
し
範
囲
を

広
げ
て
東
部
地
域
を
対
象
と
す
る
。

森
林
の
除
染
が
行
わ
れ
て
い
な

い
中
で
の
調
査
・
研
究
で
、
心
配

や
誤
判
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、
県

や
東
京
農
工
大
学
の
基
礎
デ
ー
タ

を
基
に
調
査
・
研
究
を
し
て
い
く
。

　
特
定
農
政
課
題
研
究
委
託
事

業
の
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
等
資
源
利

活
用
調
査
・
研
究
の
対
象
地
域
と

原
発
事
故
の
影
響
は
。

問答

　
本
市
で
の
映
画
や
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
等
の
撮
影
件
数
増
加
を
目
指

し
て
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
撮
影
が
円

滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
支
援
を
行

う
こ
と
で
、
地
域
の
経
済
、
観
光

文
化
振
興
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

事
業
内
容
は
、
Ｐ
Ｒ
用
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
制
作
や
こ
お
り
や
ま
広

域
圏
内
で
の
ロ
ケ
候
補
地
の
写
真

を
一
般
か
ら
募
集
し
て
ロ
ケ
地
デ

　
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
す
る
ほ
か
、

こ
お
り
や
ま
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ

　
ン
の
認
知
度
向
上
の
た
め
の
ジ

　
パ
ン
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

へ
の
加
入
な
ど　
　
　
　
　
　
　

で
あ
る
。

　
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
推

進
事
業
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

問答

　
令
和
３
年
度
の
貸
出
は
２
月

末
現
在
７
千
15
冊
で
、
利
用
登
録

者
数
は
順
調
に
増
加
し
て
い
る
。

今
後
は
、
ニ
ー
ズ
の
高
い
児
童

書
の
読
み
放
題
パ
ッ
ク
導
入
な
ど
、

利
用
者
の
増
加
と
利
便
性
の
向
上

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
中
央
図
書
館
に
お
け
る
電
子

書
籍
の
利
用
実
績
と
電
子
図
書
館

の
充
実
の
た
め
の
今
後
の
方
策
は
。

問答　
従
来
の
２
教
科
か
ら
５
教
科

へ
導
入
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
り
、

学
校
や
家
庭
で
の
学
習
環
境
が
整

備
さ
れ
、
レ
ベ
ル
別
の
最
適
な
学

び
の
実
現
に
よ
る
学
力
の
向
上
や
、

教
材
購
入
費
の
抑
制
な
ど
保
護
者

負
担
の
軽
減
も
期
待
さ
れ
る
。

　
小
中
学
校
の
デ
ジ
タ
ル
教
材

導
入
拡
大
で
期
待
さ
れ
る
効
果
は
。

問答

　
５
〜
11
歳
の
児
童
へ
の
接
種

に
つ
い
て
は
、
努
力
義
務
の
規
定

は
適
用
さ
れ
な
い
が
、
基
礎
疾
患

の
あ
る
児
童
や
同
居
家
族
に
高
齢

者
が
い
る
場
合
な
ど
に
効
果
が
期

待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
感
染
拡
大

の
状
況
に
鑑
み
、
対
象
者
全
員
に

接
種
券
を
配
付
す
る
。

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
や
注
意
点
等

が
記
載
さ
れ
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

同
封
し
、
保
護
者
に
理
解
を
深
め

て
も
ら
い
、
接

種
す
る
か
ど
う

か
の
判
断
が
で

き
る
よ
う
進
め

て
い
く
。

　
５
〜
11
歳
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
勧
奨
方

法
な
ど
、
市
の
取
組
み
は
ど
の
よ

う
な
方
針
な
の
か
。

問答

ー

環
境
経
済
常
任
委
員
会

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

生
活
環
境
、農
業
、商
工
業
、観
光
な
ど
に
つ
い
て

福
祉
、子
育
て
、学
校
教
育
な
ど
に
つ
い
て

ョャ



　
永
徳
橋
の
下
流
側
に
笹
川
大

善
寺
線
、
更
に
阿
武
隈
川
の
堤
防

か
ら
直
接
市
道
に
ア
ク
セ
ス
で
き

る
堤
防
取
付
道
路
を
供
用
し
て
、

歩
行
者
等
の
安
全
な
通
行
ル
ー
ト

を
確
保
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
市
の
道
路
整
備
は
、
高
い
ス

ト
ッ
ク
効
果
が
見
込
ま
れ
る
内
環

状
線
及
び
東
部
幹
線
を
優
先
し
て

進
め
て
お
り
、
現
時
点
で
の
架
け

替
え
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

今
後
は
、
令
和
６
年
予
定
の
法

定
点
検
結
果

を
精
査
し
な

が
ら
永
徳
橋

の
在
り
方
を

検
討
し
て
い

く
。

　
建
設
後
約
60
年
を
迎
え
よ
う

と
し
て
お
り
、
老
朽
化
の
観
点
か

ら
架
け
替
え
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

 

平
成
３
年
に
東
山
悠
苑
が
開

場
し
た
が
、
市
民
か
ら
本
市
西
部

方
面
へ
の
新
た
な
斎
場
建
設
の
要

望
が
上
が
っ
て
お
り
、
建
設
を
検

討
す
る
時
期
を
迎
え
て
い
る
と
考

え
る
が
、
見
解
は
。

　
平
成
27
年
度
か
ら
１
日
あ
た

り
の
火
葬
上
限
数
を
13
件
か
ら
18

件
に
変
更
す
る
と
と
も
に
、
待
合

室
を
５
室
か
ら
７
室
へ
増
室
す
る

な
ど
、
増
加
す
る
火
葬
需
要
へ
の

対
応
を
図
っ
て
き
た
。

こ
の
改
修
に
よ
り
、
令
和
３
年

１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
実
績
で
は

１
日
平
均
の
火
葬
件
数
が
12.9
件
で

あ
り
、
上
限
数
に
対
す
る
稼
働
率

は
71.7
％
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
新
た
な
斎
場

の
建
設
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
多

角
的
な
視
点
で
検
討
し
て
い
く
。

問答

問答 新
た
な
斎
場
の
建
設
に
つ
い
て

永
徳
橋
の
架
け
替
え
に
つ
い
て阿武隈川に架かる永徳橋

代表質問
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●
記
事
の
内
容

　
掲
載
の
質
問
や
答
弁
は
、要
約
し
て
い

　
ま
す
。詳
細
は
、議
会
中
継
や
会
議
録

　
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

●
会
議
録

　
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
次
の
施
設
で
御

　

 

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
・
市
政
情
報
セ
ン
タ
ー
（
本
庁
舎
１
階
）

　
・
中
央
図
書
館  

・
希
望
ヶ
丘
図
書
館

　
・
安
積
図
書
館  

・
富
久
山
図
書
館

　

な
お
、令
和
４
年
３
月
定
例
会
の
会
議

　
録
が
御
覧
い
た
だ
け
る
の
は
、６
月
中

　
旬
に
な
り
ま
す
。

●
録
画
中
継

　
各
記
事
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
、録
画
中

　
継
が
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●
掲
載
項
目

　
行
っ
た
質
問
の
う
ち
、質
問
者
が
選
択

　
し
た
２
項
目
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

会議録検索
システム

令
和
４
年
３
月
定
例
会

令
和
４
年
３
月
定
例
会

志 

翔 

会
大
城　
宏
之
議
員

お
お
し
ろ

ひ
ろ
ゆ
き

会
派
を
代
表
す
る
議
員
が
行
う
、
市
長

の
市
政
方
針
と
提
案
理
由
に
対
す
る
質

問
を
い
い
ま
す
。

今
回
の
質
問
者
数
は
７
名
で
す
。

P.8～

代
表
質
問

各
定
例
会
で
行
う
市
政
に
対
す
る
質
問

を
い
い
ま
す
。

今
回
の
質
問
者
数
は
11
名
で
す
。

P.12～

市
政
一
般
質
問



　
18
ホ
ー
ル
を
整
備
す
る
際
は

約
１
万
２
千
㎡
以
上
の
面
積
が
望

ま
し
い
な
ど
の
設
置
基
準
が
あ
り
、

そ
れ
を
満
た
す
公
有
地
と
し
て
は
、

富
久
山
町
の
平
成
記
念
こ
ど
も
の

森
公
園
西
側
の
土
地
が
、
現
状
で

活
用
で
き
る
平
場
面
積
が
１
万
４

千
㎡
程
度
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

造
成
費
の
抑
制
可
能
な
土
地
で
あ

り
、
適
地
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。

地
質
や
水
源
等
の
調
査
を
行
い
、

測
量
設
計
に
入
り
、
そ
の
後
、
令

和
５
年
度
に
は
、
造
成
等
の
工
事

に
着
手
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

 

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
整
備
に

向
け
た
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
市
民
の
健
康

増
進
と
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
機
会
の

創
出
に
大
い
に
期
待
を
寄
せ
る
。

現
時
点
に
お
け
る
候
補
地
選
定

の
状
況
と
整
備
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
事
業
者

等
へ
の
支
援
を
行
う
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て
、
従
来
か
ら
の
変

遷
も
含
め
、
具
体
的
内
容
を
伺
う
。

問答

問答 中
小
企
業
等
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
２
０
２
２
に
つ
い
て

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
候
補
地
と

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

　
２
０
２
０
年
度
は
家
賃
等
の

負
担
軽
減
や
飲
食
店
等
の
感
染
防

止
対
策
、
資
金
繰
り
支
援
等
、
２

０
２
１
年
度
は
売
上
減
少
に
対
す

る
給
付
金
や
県
の
感
染
防
止
対
策

認
定
店
と
関
連
付
け
た
応
援
金
な

ど
、
独
自
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

２
０
２
２
年
度
は
、
事
業
者
の

変
革
・
継
続
、
Ｄ
Ｘ
※
推
進
、
事

業
引
継
ぎ
、
観
光
業
等
支
援
の
４

つ
の
施
策
を
柱
に
、
課
題
解
決
・

個
別
対
応
型
予
算
を
計
上
し
た
。

　
市
街
化
区
域
の
編
入
は
、
都

市
計
画
法
に
よ
り
県
が
決
定
す
る

も
の
で
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
周
辺
は
、
編
入
要
件
や
他
法
令

の
制
限
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
編
入

は
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

本
市
で
は
、
市
街
化
調
整
区
域

の
開
発
を
可
能
と
す
る
た
め
、
市

市
街
化
調
整
区
域
地
区
計
画
運
用

指
針
を
平
成
31
年
３
月
に
策
定
し

て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周

辺
に
お
い
て
は
、
産
業
活
動
に
寄

与
す
る
土
地
利
用
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
同
指
針
を
十
分
に
生
か
し
、

官
民
協
奏
で
運
用
に
努
め
て
い
く
。

　
大
槻
営
業
所
は
、
郡
山
駅
西

口
駅
前
広
場
に
次
ぐ
本
市
の
交
通

結
節
点
で
あ
り
、
公
共
交
通
の
重

要
な
位
置
づ
け
と
な
っ
て
い
る
。

　
国
は
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備

い
わ
ゆ
る
バ
ス
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
推
進
し
て
お
り
、
大
槻
営
業
所

を
中
心
と
し
た
地
域
は
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
可
能
性
を
有
し
て
い
る

地
域
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
は
、
郡

山
総
合
都
市
交

通
戦
略
協
議
会

等
で
、
交
通
結

節
点
の
在
り
方

を
検
討
す
る
。

　

 

福
島
交
通
大
槻
営
業
所
を
核

と
し
て
、
国
が
全
国
展
開
を
進
め

る
バ
ス
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
郡
山

版
を
福
島
交
通
と
連
携
し
推
進
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　

 

今
後
、
郡
山
南
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
及
び
郡
山
中
央
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
地
域
の

市
街
化
区
域
へ
の
編
入
の
可
能
性

は
あ
る
の
か
。

問答

問答

郡
山
版
「
バ
ス
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
推
進
に
つ
い
て

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
市

街
化
区
域
編
入
に
つ
い
て

緑 

風 

会

諸
越　
裕
議
員

も
ろ
こ
し

ひ
ろ
し

新 

政 

会
廣
田　
耕
一
議
員

ひ
ろ
た

こ
う
い
ち

大槻営業所と工事中の大町大槻線

※
Ｄ
Ｘ
…
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
浸
透
が
人
々
の
生
活
を
あ
ら
ゆ
る

面
で
よ
り
良
い
方
向
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
。

代表質問

代表質問

、
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給
付
額
に
つ
い
て
は
、
公
立

高
校
の
授
業
料
無
償
化
に
伴
い
、

市
内
公
立
高
校
の
学
校
徴
収
金
の

調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
平
成
23
年

度
に
月
額
を
１
万
４
千
円
か
ら
１

万
円
に
設
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る

採
用
枠
に
つ
い
て
は
、
基
金
の

推
移
を
見
な
が
ら
増
員
し
て
お
り
、

令
和
３
年
度
に
は
多
額
の
寄
附
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和
４
年
度

は
８
名
増
員
し
、
80
名
と
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
篤
志
奨
学
資
金
給
与
基
金
は
、

寄
附
に
よ
り
残
高
が
増
加
し
２
億

９
千
万
円
余
り
あ
り
、
全
国
の
給

付
額
は
月
額
１
〜
５
万
円
と
差
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
篤
志
基
金
の
生

き
た
使
い
方
を
す
べ
き
と
考
え
る
。

給
付
額
や
対
象
者
を
増
や
す
な

ど
、
給
付
型
奨
学
金
制
度
を
拡
充

す
べ
き
で
は
。

　

 

家
族
の
介
護
を
担
う
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
、
国
は
実
態

に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
い
、
そ

の
結
果
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。

本
市
も
実
態
を
調
査
し
、
寄
り

そ
っ
た
支
援
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

　
本
年
、
県
が
実
態
調
査
を
行

う
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
改
め

て
市
独
自
に
実
施
す
る
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
が
、
集
約
さ
れ
た
デ

　
タ
は
、
今
後
の
支
援
の
在
り
方

を
検
討
す
る
上
で
大
変
有
用
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
活
用
等
も
含
め
、
県
と
連
携
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

問答

問答 本
市
独
自
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー※

の
実
態
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

給
付
型
奨
学
金
制
度
の
拡
充
に

つ
い
て

　
５
施
設
で
実
施
し
て
い
る
ネ

ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
は
、
開
始
以
来

５
年
間
の
収
入
は
６
千
381
万
１
千

円
、
広
報
誌
な
ど
11
媒
体
の
広
告

掲
載
収
入
は
７
年
間
で
６
千
933
万

４
千
円
で
あ
り
、
こ
の
ほ
か
未
利

用
財
産
の
売
却
や
余
剰
ス
ペ
ー
ス

の
貸
付
な
ど
を
合
わ
せ
た
公
有
資

産
の
活
用
で
、
総
額
14
億
９
千
771

万
５
千
円
の
収
入
を
確
保
し
た
。

　
対
象
範
囲
の
拡
大
に
つ
い
て
は

費
用
対
効
果
も
考
慮
し
な
が
ら
、

企
業
の
意
向
を
把
握
す
る
な
ど
、

検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
未
利

用
財
産
の
売
却
も
含
め
、
更
な
る

税
外
収
入
の
確
保
に
努
め
る
。

　

 

市
施
設
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
や
広
告
の
対
象
範
囲
拡
大
な
ど
、

税
外
収
入
の
確
保
に
向
け
た
今
後

の
取
組
み
は
。

　
カ
ー
ド
を
交
付
申
請
す
る
市

民
が
増
え
て
い
る
と
思
う
が
、
本

市
の
交
付
等
の
状
況
と
課
題
は
。

問答

問答 マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

税
外
収
入
の
確
保
に
つ
い
て

　
２
月
20
日
現
在
の
交
付
件
数

は
11
万
５
千
911
件
、
交
付
率
は

36
・
28
％
で
あ
る
。

現
在
、
申
請
か
ら
市
に
カ
ー
ド

が
届
く
ま
で
約
２
週
間
を
要
し
て

い
る
が
、
発
行
を
行
う
地
方
公
共

団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
に
日
数

短
縮
を
働
き
か
け
る
。

令
和
４
年
度
予
算
に
は
、
出
張

申
請
受
付
の
回
数
を
増
や
す
た
め

の
費
用
を
計
上
し
て
い
る
。

今
後
も
、
カ
ー
ド
の
恩
恵
を
市

民
が
享
受
で

き
る
よ
う
交

付
率
の
向
上

に
努
め
る
。

代表質問

代表質問

。

ー

※ヤングケアラー…本来大人が
担うと想定されているような
家事や家族の世話などを日常 
的に行っている子どものこと。 
（出典：厚生労働省ホームページ） 

、
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新
産
業
分
野
の
企
業
誘
致
は
、

国
内
最
先
端
の
学
術
研
究
機
関
等

が
本
市
及
び
広
域
圏
に
集
積
し
て

い
る
強
み
を
活
か
し
、
展
示
会
へ

の
共
同
出
展
等
に
よ
る
誘
致
活
動

や
本
市
独
自
の
補
助
制
度
等
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

ま
た
、
研
究
機
関
等
と
の
連
携

の
も
と
、
地
元
企
業
の
参
入
を
促

進
す
る
こ
と
で
産
学
ク
ラ
ス
タ
ー

が
形
成
さ
れ
、
結
果
と
し
て
税
収

の
増
加
に
繋
が
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
も
更

な
る
産
業
集

積
と
経
済
の

活
性
化
を
図

っ
て
い
く
。

　

 

人
口
が
減
少
す
る
状
況
下
で
、

税
収
増
に
繋
げ
る
に
は
、
新
産
業

に
特
化
し
た
企
業
誘
致
を
強
力
に

推
進
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

　
御
前
南
及
び
富
田
東
土
地
区

画
整
理
地
区
の
公
共
下
水
道
の
整

備
に
つ
い
て
、
民
間
活
力
導
入
の

可
能
性
調
査
と
し
て
２
千
400
万
円

の
予
算
が
計
上
さ
れ
た
が
、
具
体

的
な
内
容
と
整
備
完
了
時
期
は
。

問答

問答 公
共
下
水
道
整
備
へ
の
民
間
活
力

導
入
の
可
能
性
調
査
に
つ
い
て

税
収
増
に
向
け
た
取
組
み
に
つ

い
て

　
国
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
お
い
て
、

低
コ
ス
ト
型
の
整
備
･
運
営
管
理

等
の
積
極
的
な
導
入
が
必
要
不
可

欠
と
さ
れ
て
お
り
、
本
市
も
市
下

水
道
全
体
計
画
整
備
概
成
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
で
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
※
手
法

を
導
入
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

今
後
、
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
（
設

計
施
工
一
括
発
注
）
方
式
の
活
用

を
視
野
に
、
事
業
期
間
や
コ
ス
ト

の
比
較
等
を
予
定
し
て
お
り
、
具

体
的
な
整
備
費
用
や
期
間
は
導
入

可
能
性
調
査
で
検
討
し
て
い
く
。

　
市
独
自
の
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
策
と
し
て
子
育
て
世
帯
の
経

済
的
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
２

学
期
と
３
学
期
に
支
援
す
る
予
算

と
し
て
１
億
３
千
260
万
円
を
今
定

例
会
に
上
程
し
た
。

令
和
５
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、

本
市
の
財
政
運
営
状
況
等
を
踏
ま

え
、
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

　
要
求
水
準
書
案
は
、
事
業
全

体
を
通
し
て
想
定
さ
れ
る
項
目
を

掲
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
市
が
求

め
る
内
容
を
、
参
加
を
検
討
す
る

事
業
者
に
示
す
必
要
か
ら
将
来
的

に
議
決
が
必
要
な
項
目
に
つ
い
て

も
予
定
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
。

　
有
料
化
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前

に
議
員
へ
必
要
性
等
を
説
明
し
た

う
え
で
、
条
例
案
を
提
案
す
る
。

　

 

開
成
山
地
区
体
育
施
設
整
備

事
業
に
か
か
る
要
求
水
準
書
案
に

は
、
今
年
６
月
定
例
会
に
駐
車
場

の
有
料
化
が
諮
ら
れ
る
旨
の
記
述

が
あ
る
。

新
た
な
有
料
化
を
議
会
へ
説
明

な
く
事
業
者
向
け
の
要
求
水
準
書

に
記
載
す
る
こ
と
は
、
議
会
軽
視

と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、
撤
回
を
求

め
る
が
見
解
は
。

　

 

単
独
事
業
と
し
て
実
施
す
る

２
学
期
以
降
の
牛
乳
費
相
当
額
の

支
援
は
、
令
和
５
年
度
以
降
も
続

く
恒
常
的
な
子
育
て
支
援
政
策
と

し
て
の
給
食
費
助
成
と
理
解
し
て

よ
い
か
。

問答

問答

駐
車
場
の
有
料
化
方
針
の
記
載

撤
回
に
つ
い
て

学
校
給
食
費
の
支
援
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
郡
山
市
議
団
高
橋　
善
治
議
員

た
か
は
し

よ
し
は
る

自
由
民
主
党
郡
山
市
議
団
佐
藤　
栄
作
議
員

さ
と
う

え
い
さ
く

本市の学校給食

福島再生可能エネルギー研究所

代表質問

※
Ｐ
Ｐ
Ｐ
…
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
略
。
公
民
が
連
携
し

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
手
法
。

代表質問
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虹
と
み
ど
り
の
会

蛇
石
　
郁
子
議
員

へ
び
い
し

い
く
こ

　
教
育
委
員
会
の
見
解
に
つ
い

て
は
、
当
該
チ
ラ
シ
は
、
国
が
放

射
線
副
読
本
の
改
訂
に
伴
い
、
児

童
生
徒
の
指
導
の
一
助
と
な
る
よ

う
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

本
市
で
は
、
放
射
線
教
育
の
充

実
を
掲
げ
、
全
学
年
で
２
時
間
か

ら
６
時
間
の
放
射
線
に
関
す
る
学

習
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
、
本
市
独
自
に
作
成
し

て
い
る
郡
山
市
放
射
線
教
育
指
導

資
料
や
国
の
放
射
線
副
読
本
な
ど

も
活
用
し
な
が
ら
、
放
射
線
に
対

す
る
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
る

学
習
を
推
進
し
て
い
く
。

　
ト
リ
チ
ウ
ム
を
含
む
処
理
水

の
海
洋
放
出
を
巡
り
、
国
が
安
全

性
を
強
調
す
る
チ
ラ
シ
を
学
校
に

直
接
送
っ
た
問
題
が
起
き
て
い
る
。

　
教
育
長
の
見
解
は
。

　

 

５
歳
か
ら
11
歳
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て
、
任
意
接
種
の
意
思
決
定
が

尊
重
さ
れ
、
無
用
な
差
別
や
分
断

が
起
き
な
い
よ
う
に
、
本
市
は
ど

の
よ
う
な
配
慮
や
注
意
喚
起
を
し

て
い
く
方
針
な
の
か
。

　
２
月
２4
日
付
け
で
各
学
校
長

へ
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
任
意
で
あ

る
こ
と
な
ど
、
ワ
ク
チ
ン
を
受
け

る
又
は
受
け
な
い
こ
と
に
よ
っ
て

差
別
や
い
じ
め
な
ど
が
起
き
る
こ

と
が
な
い
よ
う
周
知
し
た
。

ま
た
、
接
種
券
同
封
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
で
も
、
接
種
し
な
い
人
へ

の
配
慮
や
差
別
等
へ
の
注
意
喚
起

を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
、
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る

情
報
提
供
に

努
め
て
い
く
。

問答

問答

　
こ
れ
ま
で
開
催
１
回
あ
た
り

一
律
５
千
円
を
限
度
と
し
て
い
た

商
品
券
譲
与
額
を
、
利
用
人
数
な

ど
の
開
催
規
模
に
応
じ
、
１
回
あ

た
り
の
限
度
額
の
か
さ
上
げ
を
可

能
と
す
る
と
と
も
に
、
年
間
の
上

限
額
を
20
万
円
か
ら
30
万
円
へ
拡

大
す
る
な
ど
、
算
出
方
法
を
改
め
、

昨
年
10
月
か
ら
適
用
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
商
品
券
譲
与
額

は
、
令
和
３
年
度
当
初
は
11
団
体
、

計
126
万
１
千
円
相
当
額
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
後
５
団
体
か
ら
の
要
望

に
対
し
、
計
34
万
円
相
当
額
を
追

加
で
譲
与
し
た
。

　

 

商
品
券
譲
与
に
関
す
る
算
定

方
法
の
見
直
し
を
行
っ
た
と
の
こ

と
だ
が
、
交
付
額
の
か
さ
上
げ
や

上
限
額
の
拡
大
な
ど
の
検
討
の
結

果
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。

　
令
和
５
年
度
か
ら
全
て
の
市

立
小
中
学
校
で
、
学
校
司
書
が
Ｐ

Ｔ
Ａ
雇
用
か
ら
市
の
会
計
年
度
任

用
職
員
に
移
行
す
る
。

勤
務
日
数
や
時
間
、
賃
金
等
多

く
の
課
題
の
解
決
が
必
要
で
あ
り
、

こ
の
調
整
を
い
つ
ま
で
に
、
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

問答

問答　
こ
れ
ま
で
、
学
校
図
書
館
の

あ
り
方
に
関
す
る
懇
談
会
や
校
長

及
び
学
校
司
書
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
な
ど
、
雇
用
形
態
、
雇
用
条

件
等
に
つ
い
て
意
見
や
要
望
を
聞

き
、
検
討
を
重
ね
て
き
た
。

勤
務
日
数
や
勤
務
時
間
等
に
つ

い
て
は
、
令

和
４
年
度
の

先
行
実
施
を

踏
ま
え
、
検

討
し
て
い
く
。

図書室で働く学校司書

一般質問

一般質問

小児ワクチン
接種HP

接
種
を
し
な
い
方
へ
の
配
慮
や

差
別
等
へ
の
注
意
喚
起
に
つ
い
て

学
校
司
書
の
新
た
な
体
制
移
行

に
伴
う
諸
課
題
に
つ
い
て

子
ど
も
食
堂
へ
の
商
品
券
交
付

額
の
見
直
し
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
の
見
解
に
つ
い
て

こおりやま市議会だより　第200号

－12－

立
憲
民
主
党
郡
山

飯
塚
　
裕
一
議
員

い
い
づ
か

ゆ
う
い
ち



　
今
後
、
成
年
後
見
等
を
必
要

と
す
る
方
が
増
加
す
る
こ
と
も
見

込
ま
れ
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
契

約
の
支
援
な
ど
を
中
心
に
、
成
年

後
見
の
担
い
手
と
し
て
市
民
の
役

割
が
強
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
た
め
、
新
年
度
に
設
置
す

る
中
核
機
関
に
お
い
て
、
市
民
後

見
人
養
成
研
修
を
実
施
し
、
積
極

的
に
担
い
手
の
育
成
を
図
る
と
と

も
に
、
社
会
福
祉
士
な
ど
の
専
門

職
に
よ
る
相
談
等
の
支
援
体
制
を

構
築
す
る
な
ど
、
環
境
整
備
を
図

り
な
が
ら
、
市
民
後
見
人
の
確
保

に
努
め
て
い
く
。

　

 

導
入
は
、
あ
る
程
度
時
間
を

か
け
て
研
究
や
検
討
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
肝
要
だ
と
考
え
る
が
、

将
来
を
見
据
え
た
本
市
の
見
解
は

　
40
か
所
の
公
民
館
で
実
施
し

て
い
る
が
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域

社
会
の
一
員
と
し
て
安
心
し
て
過

ご
せ
る
居
場
所
と
す
る
た
め
の
仕

掛
け
と
し
て
、
例
え
ば
、
必
要
に

応
じ
た
読
み
聞
か
せ
な
ど
の
予
定

は
あ
る
の
か
。

問答

問答 子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ

い
て

市
民
後
見
人※
の
導
入(

活
用)

に
つ
い
て

　
中
央
図
書
館
と
各
公
民
館
が

連
携
し
、
お
話
し
会
の
開
催
や
子

ど
も
た
ち
の
興
味
を
惹
く
テ
ー
マ

別
の
展
示
等
と
と
も
に
、
電
子
書

籍
児
童
書
約
２
千
500
点
を
更
に
有

効
活
用
で
き
る
よ
う
、
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心

し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
魅
力

あ
る
居
場
所
と
な
る
よ
う
努
め
る
。

　
本
市
に
は
、
全
国
自
死
遺
族

連
絡
会
に
属
し
て
お
り
、
家
族
や

身
近
な
人
を
自
死
で
失
っ
た
当
事

者
に
よ
る
「
自
死
遺
族
自
助
グ
ル

ー
プ
え
ん
の
会
」
が
あ
り
、
遺
族

同
士
の
相
互
扶
助
や
自
死
を
無
く

す
た
め
の
啓
発
等
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
今
後
、
セ
ー

フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
自

殺
予
防
対
策
委
員
会
に
参
加
し
て

も
ら
う
な
ど
、
効
果
的
な
自
殺
対

策
の
推
進
に
努
め
て
い
く
。

　
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
養
成
教

室
は
、
将
来
活
躍
が
期
待
さ
れ
る

市
内
の
小
・
中
・
高
校
生
を
対
象

に
、
競
技
力
の
向
上
を
目
的
と
し

た
も
の
で
、
本
市
ト
ッ
プ
ア
ス
リ

ー
ト
の
育
成
に
寄
与
し
て
き
た
。

教
室
は
、
開
催
に
協
力
し
て
も

ら
う
競
技
団
体
や
講
師
と
の
調
整

を
行
い
実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら

冬
季
ス
ポ
ー
ツ
種
目
に
つ
い
て
も

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
令
和
４
年
度

の
実
施
に
向

け
て
検
討
を

進
め
た
い
。

　

 

冬
季
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
も
、

レ
ガ
シ
ー
継
承
事
業
と
同
様
に
ト

ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
養
成
教
室
を
開

く
な
ど
計
画
し
て
は
ど
う
か
。

　

 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
自
殺
者

数
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自

死
遺
族
か
ら
学
ぶ
機
会
を
設
け
る

た
め
、
例
え
ば
、
自
殺
対
策
推
進

庁
内
委
員
会
に
国
の
有
識
者
会
議

の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
全
国
自
死

遺
族
連
絡
会
の
会
長
を
参
考
人
と

し
て
招
致
し
、
意
見
を
求
め
る
な

ど
の
取
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

問答

問答

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
養
成
教
室

に
つ
い
て

自
死
遺
族
か
ら
の
学
び
の
機
会

に
つ
い
て

郡
山
市
議
会
公
明
党

山
根
　
悟
議
員

や
ま
ね

さ
と
る

新 

政 

会

福
田
　
文
子
議
員

ふ
く
だ

あ
や
こ

郡山スケート場

一般質問

※
市
民
後
見
人
…
市
町
村
等
が
実
施
す
る
養
成

研
修
を
受
講
す
る
等
に
よ
り
、
成
年
後
見
人

と
し
て
必
要
な
知
識
を
得
た
一
般
市
民
の
中

か
ら
、
家
庭
裁
判
所
に
選
任
さ
れ
る
人
。

一般質問

。

、、

こおりやま市議会だより　第200号
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新 

政 

会

石
川
　
義
和
議
員

い
し
か
わ

ぎ 

わ

　
感
染
の
届
出
段
階
で
、
中
等

症
以
上
及
び
軽
症
で
も
重
症
化
リ

ス
ク
の
高
い
患
者
は
入
院
と
し
、

そ
れ
以
外
は
、
自
宅
ま
た
は
ホ
テ

ル
療
養
と
し
て
お
り
、
自
宅
療
養

者
に
は
、
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ 

　
等
を
貸
与
し
、
健
康
観
察
の
結

果
、
症
状
が
増
悪
し
て
い
る
場
合

は
入
院
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
二
次
救
急
病
院
の
救
急

輪
番
体
制
を
整
え
る
費
用
の
助
成

な
ど
の
支
援
も
行
っ
て
お
り
、
今

後
も
、
新
た
な
課
題
へ
の
対
応
の

ほ
か
、
国
の
診
療
報
酬
見
直
し
や

県
の
支
援
策
等
の
状
況
を
見
極
め

な
が
ら
、
医
療
提
供
体
制
の
整
備

を
進
め
て
い
く
。

　
国
は
、
宿
泊
、
自
宅
療
養
を

活
用
す
る
と
し
て
い
る
が
、
救
え

る
命
も
救
え
な
い
こ
と
の
な
い
よ

う
医
療
体
制
を
構
築
す
べ
き
で
は
。

　

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
り
テ
レ
ワ
ー
ク
が
可
能

な
仕
事
が
急
速
に
普
及
し
て
い
る
。

地
方
移
住
の
高
ま
り
の
機
を
捉

え
て
、
な
お
一
層
本
市
へ
の
移
住

促
進
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
移
住
・
定
住
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
の
充
実
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報

発
信
の
ほ
か
、
こ
お
り
や
ま
広
域

圏
内
の
複
数
の
地
域
で
の
生
活
を

体
験
す
る
ツ
ア
ー
事
業
の
経
費
を

新
た
に
予
算
計
上
し
て
い
る
。

ま
た
、
移
住
に
関
す
る
相
談
内

容
を
集
約
・
調
査
し
て
課
題
や
ニ

　
ズ
を
把
握
し
、
施
策
立
案
に
つ

な
げ
る
調
査
分
析
事
業
も
実
施
予

定
で
あ
る
。

問答

問答

　

授
業
や
部
活
動
に
お
い
て
、

児
童
生
徒
に
演
奏
の
披
露
や
奏
法

の
指
導
を
行
う
等
、
楽
団
と
連
携

を
図
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
楽
団
の
運
営
方
針
等
を
尊
重
し
、

対
応
し
て
い
く
。

な
お
、
平
成
17
年
度
よ
り
心
の

ハ
ー
モ
ニ
ー
学
校
音
楽
振
興
事
業

を
立
ち
上
げ
、
児
童
生
徒
の
表
現

力
や
教
職
員
の
指
導
力
の
向
上
を

図
っ
て
お
り
、
令
和
４
年
度
当
初

予
算
に
270
万
円
を
計
上
し
た
。

ま
た
、
技
術
的
な
指
導
に
つ
い

て
は
、
地
元
ア
マ
チ
ュ
ア
演
奏
家

か
ら
協
力
を
得
て
い
る
。

　

 

小
中
学
校
の
部
活
動
や
授
業

等
に
お
い
て
、
郡
山
交
響
楽
団
と

連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童

生
徒
の
技
能
の
向
上
や
情
操
教
育

の
育
成
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が

見
解
は
。

　
国
道
288
号
バ
イ
パ
ス
起
点
部

か
ら
国
道
288
号
接
続
部
ま
で
の
0.9

㎞
の
区
間
の
一
日
も
早
い
整
備
が

必
要
と
考
え
る
が
、
現
在
の
状
況

は
。

問答

問答　
重
要
な
環
状
道
路
で
あ
る
内

環
状
線
の
整
備
は
、
現
在
の
計
画

延
長
14.5
㎞
の
う
ち
、
約
10.6
㎞
の
整

備
が
完
了
し
て
い
る
。

国
道
288
号
バ
イ
パ
ス
起
点
部
か

ら
国
道
288
号
接
続
部
ま
で
の
区
間

は
、
平
成
27
年
度
か
ら
県
へ
整
備

を
要
望
し
て
お
り
、
令
和
３
年
度

か
ら
着
手
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

今
後
も
事
業
促
進
の
た
め
県
に

要
望
す
る
と

共
に
、
関
係

機
関
に
も
積

極
的
に
働
き

か
け
て
い
く
。

国道288 号バイパス起点部

一般質問

一般質問

こおりやま広域圏情報紙
移住・定住Ｔｉｍｅｓ

ー

ー

猪苗代湖

猪苗代町

郡山市

須賀川市
天栄村

大玉村

田村市

平田村

古殿町

石川町

浅川町

玉川村

三春町

福島
空港

湯川村

矢吹町

泉崎村

中島村

会津若松市

会津
坂下町

喜多方市

北塩原村

二本松市

福島市

伊達市

川俣町

飯館村

葛尾村

浪江町

相馬市

磐梯町

会津美里町

下郷町

西郷村

白河市

棚倉町
鮫川村

いわき市

川内村

塙町

栃木県

山形県
福島

郡山

郡山IC

郡山中央SIC

郡山南IC

那須IC

那須高原SASIC

西那須野
塩原IC

いわきJCT

いわき湯本

磐梯熱海
IC

二本松IC

福島西IC

福島松川SIC

磐梯河東IC

本宮IC

郡山
JCT

白河中央SIC

磐城浅川

白河IC

猪苗代磐梯
高原IC

新鶴SIC

会津
坂下
IC

会津
若松
IC

新白河

那須塩原

東北新幹線

磐越自動車道

常磐自動車道

東北自動車道

福島
空港IC

石川
母畑IC

平田
IC

本宮市

小野町

あぶくま高原道路

黒磯板室IC

いわき
三和IC

いわき
中央IC

船引

安積永盛

磐城石川

磐梯
熱海

猪苗代

4

4

49

49

49

288
288

118

118
118

118

115

115

115

349

349

349

294

294

294

東北本線

東北本線

磐越西線

磐越東線

水郡線

水郡線

郡山東
     IC

矢吹IC 玉川IC

小野新町小野
IC

須賀川IC
須賀川

鏡石

泉郷

本宮

二本松

船引
三春IC

田村SIC

三春

鏡石SIC

鏡石町

▲仙台方面

▼東京方面

こおりやま広域圏
ふくしま真ん中16市町村

タイムス

移住・定住情報フリーペーパー

t a k e  f r e e

こおりやま広域圏16市町村への移住・定住に関するお問合せ

郡山市

須賀川市

田村市

本宮市

大玉村

鏡石町

天栄村

石川町

玉川村

平田村

浅川町

古殿町

三春町

小野町

首都圏からの
各種交通機関利用による

所要時間

【例】郡山市まで

首都圏からのアクセス&MAP

浦和ICから郡山ICまで
東北自動車道利用で
所要時間：約2時間10分

東京駅から郡山駅まで
東北新幹線利用で
所要時間：最速77分

新幹線の場合

車の場合

福島空港
発着便

札幌（新千歳空港）　　福島
1日1往復

所要時間：約1時間20分

大阪（伊丹空港）　　福島
1日4往復

所要時間：約1時間15分
（2019年3月現在）

企画政策課  Tel.0248-88-9111
       ijyu@city.sukagawa.lg.jp
       https://www.city.sukagawa.fukushima.jp/ijyu/

経営戦略室  Tel.0247-81-2117
       senryaku@city.tamura.lg.jp
       https://tamura-ijyu.jp/

政策推進課  Tel.0243-24-5323
       teijyuu@city.motomiya.lg.jp
       https://www.city.motomiya.lg.jp/site/teijyu/

総務課  Tel.0248-62-2117
       somu@town.kagamiishi.lg.jp
       https://www.town.kagamiishi.fukushima.jp/iju/

企画政策課  Tel.0248-82-2333
       kikakuseisakuka@vill.tenei.lg.jp
       https://www.vill.tenei.fukushima.jp/site/iju/

企画商工課  Tel.0247-26-9111
       kyodo@town.ishikawa.fukushima.jp
       http://www.town.ishikawa.fukushima.jp/admin/project/

産業振興課（玉川村観光物産協会）  Tel.0247-57-4629
       sangyo@vill.tamakawa.fukushima.jp
       http://www.vill.tamakawa.fukushima.jp/

総務課  Tel.0247-55-3111
       soumu@vill.hirata.fukushima.jp
       http://www.vill.hirata.fukushima.jp/

総務課  Tel.0247-36-4121
       soumu@town.asakawa.fukushima.jp
       http://www.town.asakawa.fukushima.jp/

産業振興課  Tel.0247-53-4620
       kanko@town.furudono.fukushima.jp
       http://www.town.furudono.fukushima.jp/

企画政策課  Tel.0247-62-1122
       kikaku.s@town.miharu.fukushima.jp
       http://www.town.miharu.fukushima.jp/site/ijyu/

企画政策課  Tel.0247-72-6939
       kikakuseisakuka@town.fukushima-ono.lg.jp
       http://www.town.ono.fukushima.jp/
  　 soshiki/3/teijyuujigyou.html

グッドロケーション編

㈱アクティブプランニング制作・印刷

郡山市政策開発部 政策開発課  〒963‐8601  郡山市朝日一丁目23‐７
Tel.024‐924‐2021  Fax.024‐924‐2822  Mail：seisaku-kaihatsu@city.koriyama.lg.jp

企画・制作

猪苗代町
商工観光課  Tel.0242-62-2117
       syoukan@town.inawashiro.fukushima.jp
       http://www.town.inawashiro.fukushima.jp/
　   cb/hpc/Article-6836.html

第5号

　福島
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る

こ
お
り
や
ま
広
域
圏
の
5
市
7
町
4

村
の
計
16
市
町
村
は
、首
都
圏
か
ら

1
〜
2
時
間
と
ア
ク
セ
ス
が
良
く
、

市
街
地
と
郊
外
の
自
然
環
境
と
の
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
地
域
で
す
。

　郡山
市
を
中
心
に
縦
横
に
幹
線
道

路
や
鉄
道
網
が
広
が
り
、近
隣
市
町

村
間
だ
け
で
な
く
、ほ
か
の
エ
リ
ア
へ

の
ア
ク
セ
ス
に
も
優
れ
て
い
ま
す
。

こ
お
り
や
ま

広
域
圏
と
は
？

福
島
で
見
つ
け
る

新
し
い
暮
ら
し
！

新しい暮らし、

真ん中で

始めませんか？

政策推進課  Tel.0243-24-8136
       kikaku@vill.otama.fukushima.jp
       https://www.vill.otama.fukushima.jp/kurashi/teijyuusien/

政策開発課  Tel.024-924-2021
       seisaku-kaihatsu@city.koriyama.lg.jp
       https://www.city.koriyama.lg.jp/kurashi/ijyu/13777.html

二本松市

202１年3月発行

　広域
圏
内
に
は
、新
し
い
働
き
方
や

暮
ら
し
方
を
実
現
す
る
た
め
の
場
所

が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
ま
す
。

　今回
は
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
や
一

度
は
訪
れ
て
み
た
い
グ
ッ
ド
な
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

秘書政策課  Tel.0243-24-7120
       energy@city.nihonmatsu.lg.jp
       https://www.city.nihonmatsu.lg.jp/page/dir000004.html

ふくしまの

PHOTO：yamapon.8000@豊景神社（郡山市）

SDGsターゲット
8.5 「2030年までに、若者や障害者を含む全ての男性及
び女性の、完全かつ生産的な雇用及び働きがいのある人
間らしい仕事、並びに同一労働同一賃金を達成する。」
11.3「2030年までに、包摂的かつ持続可能な都市化を
促進し、全ての国々の参加型、包摂的かつ持続可能な人
間居住計画・管理の能力を強化する」ＳＤＧｓ未来都市こおりやま

更
な
る
移
住
促
進
へ
の
取
組
み

に
つ
い
て

富
久
山
町
の
内
環
状
線
の
整
備

に
つ
い
て

郡
山
交
響
楽
団
と
教
育
現
場
と

の
連
携
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
療
養
体
制
の
構
築
に
つ
い
て

こおりやま市議会だより　第200号
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緑 

風 

会

名
木
　
敬
一
議
員

な 

ぎ

け
い
い
ち



　
本
市
で
は
農
業
法
人
等
と
障

が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
間
で

構
築
さ
れ
た
推
進
体
制
の
継
続
・

発
展
を
計
画
し
て
い
る
。

令
和
４
年
度
は
、
蓄
積
し
た
デ

ー
タ
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
経

費
373
万
円
を
当
初
予
算
に
計
上
し

て
お
り
、
農
業
が
働
く
意
欲
を
生

み
出
す
新
た
な
分
野
と
し
て
有
益

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
は
、
現
在
取
り
組
ん
で
い

る
農
福
連
携
ブ
ラ
ン
ド
の
ピ
ー
マ

ン
な
ど
を
直
接
販
売
す
る
等
に
よ

り
、
農
業
法

人
等
の
経
営

力
強
化
を
図

っ
て
い
く
。

　

 

今
後
の
方
向
性
と
具
体
的
な

事
業
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
見
解
は
。

　
若
年
無
業
者
等
の
就
労
を
支

援
す
る
た
め
、
一
定
額
の
現
金
給

付
の
仕
組
み
が
必
要
と
考
え
る
が

見
解
は
。

問答

問答 若
者
無
業
者
等
の
就
労
支
援
に

つ
い
て

農
福
連
携
の
今
後
に
つ
い
て

　
本
市
で
は
、
不
安
定
就
労
者

等
を
対
象
に
し
た
多
様
な
働
き
方

支
援
事
業
や
、
関
係
団
体
と
懇
談

会
を
開
催
す
る
な
ど
、
連
携
体
制

を
組
ん
で
支
援
に
努
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
度
実
施
予
定

の
求
職
者
職
業
訓
練
支
援
事
業
は

職
業
訓
練
を
受
講
す
る
、
主
に
雇

用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
求
職
者

に
対
し
、
本
市
独
自
に
テ
キ
ス
ト

代
等
の
自
己
負
担
額
を
助
成
す
る

若
者
無
業
者
等
の
就
労
支
援
は

そ
の
前
提
と
し
て
生
活
状
況
や
経

済
状
況
の
把
握
が
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後

も
関
係
団
体
と
連
携
を
密
に
情
報

共
有
を
図
っ
て
い
く
。

無
所
属
の
会

箭
内
　
好
彦
議
員

や
な
い

よ
し
ひ
こ

一般質問

、。、

こおりやま市議会だより　第200号

－15－

請 願 陳 情 

受 付 市政一般質問初日の午後５時まで※定例会中に審議を希望する場合 
開会日翌日の午後５時まで
※定例会中に議員への配付を希望する場合 

取扱い 

●関係する委員会で審査の上、本会議で審議し、採択・
不採択を決定します。 
●採択した請願のうち、市の事務に関するものは市長
等へ送付し、処理の経過や結果の報告を求めます。 
国・県等の事務に関するものは意見書を提出します。

●陳情書の写しを各議員に配付します。 

陳情書
年 月 日

郡山市議会議長様 
（陳情者住所）
（陳情者氏名）※

〇〇〇について
 陳情趣旨 

請願書
年 月 日

郡山市議会議長様 
（請願者住所）
（請願者氏名）※
（紹介議員）   

〇〇〇について
 請願趣旨

請願・陳情の方法
～ 市議会へ、いつでも、どなたでも要望を伝えることができます ～

※氏名は、署名又は記名押印が必要です。

紹介議員が
必要

紹介議員は
不要

陳情事項 請願事項



日
本
共
産
党
郡
山
市
議
団

岡
田 

哲
夫
議
員

お
か
だ

て
つ
お

　
市
民
と
直
接
会
い
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
時
間
を

生
み
出
す
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
化
で

あ
る
。

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
情

報
の
入
手
が
容
易
に
な
る
こ
と
か

ら
、
対
話
の
際
に
お
互
い
の
情
報

格
差
を
無
く
す
た
め
に
も
デ
ジ
タ

ル
技
術
は
非
常
に
有
効
で
あ
る
。

ア
ナ
ロ
グ
か
、
デ
ジ
タ
ル
か
で

は
な
く
、
ア
ナ
ロ
グ
的
対
話
を
充

実
さ
せ
、
お
互
い
の
共
通
の
情
報

を
も
っ
て
対
応
す
る
た
め
の
デ
ジ

タ
ル
化
と
い
う
位
置
付
け
で
、
Ｄ

Ｘ
郡
山
市
役
所
を
目
指
し
て
い
る
。

　
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
よ
る

カ
ウ
ン
タ
ー
レ
ス
を
進
め
つ
つ
、

ア
ナ
ロ
グ
な
対
応
を
求
め
る
市
民

の
声
に
は
ど
う
応
え
る
の
か
。

　

 

会
計
年
度
任
用
職
員
の
３
人

に
１
人
が
主
た
る
生
計
維
持
者
で

あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
年
収
200

万
円
以
下
で
は
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

で
あ
り
、
自
治
体
が
こ
れ
を
生
み

出
し
て
い
る
責
任
は
重
大
で
あ
る
。

本
市
に
お
け
る
会
計
年
度
任
用

職
員
の
年
収
の
現
状
は
。

　
１
年
間
在
職
し
た
フ
ル
タ
イ

ム
90
人
の
う
ち
、
年
収
250
万
円
未

満
は
77
人
、
約
86
％
で
あ
り
、
年

収
200
万
円
未
満
の
職
員
は
い
な
い
。

ま
た
、
１
年
間
在
職
し
た
週
29

時
間
勤
務
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
751
人

の
う
ち
、
年
収
250
万
円
未
満
は
681

人
、
約
91 

％
で
あ
り
、
そ
の
う
ち

年
収
200
万
円
未
満
の
職
員
は
257
人
、

約
34
％
で
あ
る
。

問答

問答

　
保
健
福
祉
部
前
は
、
歩
行
の

妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
目
印
を
付

け
ベ
ン
チ
を
設
置
し
て
い
た
が
、

ブ
ロ
ッ
ク
近
く
に
移
動
し
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
、
窓
口
職

員
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
の
徹
底
、
清

掃
業
務
の
際
の
点
検
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
全
職
員
を
対
象
に
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
に
つ

い
て
の
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催

し
、
意
識
醸

成
を
図
る
。

　

 

庁
舎
内
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
に
、

歩
行
の
支
障
と
な
る
ベ
ン
チ
等
が

見
ら
れ
、
指
摘
す
る
と
改
善
さ
れ

る
が
、
時
間
の
経
過
で
ま
た
敷
設

さ
れ
る
な
ど
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
の
思
想
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
活
用
状
況
は
。

　
人
口
肛
門
等
の
利
用
者
が
安

心
し
て
外
出
す
る
た
め
に
、
公
共

施
設
や
民
間
施
設
へ
更
に
普
及
さ

せ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
対
応
ト

イ
レ
の
普
及
方
針
は
。

問答

問答　
平
成
16
年
度
に
市
庁
舎
な
ど

７
か
所
の
設
置
に
始
ま
り
、
平
成

21
年
に
策
定
し
た
こ
お
り
や
ま
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
推
進
指
針
、

第
１
期
市
障
が
い
者
福
祉
プ
ラ
ン

か
ら
対
応
ト
イ
レ
の
整
備
を
位
置

付
け
、
令
和
２
年
度
末
現
在
で
34

施
設
、
40
か
所
に
設
置
し
て
お
り
、

今
後
も
、
公
共
施
設
で
の
対
応
ト

イ
レ
の
設
置
を
進
め
る
。

ま
た
、
民
間
施
設
に
つ
い
て
も
、

郡
山
ホ
テ
ル
協
会
や
磐
梯
熱
海
温

泉
旅
館
協
同
組
合
な
ど
の
商
工
団

体
に
設
置
の
協
力
を
お
願
い
す
る

と
と
も
に
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
で

の
普
及
啓
発
に
努
め
る
。

保健福祉部前の通路

一般質問

一般質問

会
計
年
度
任
用
職
員
の
年
収
に

つ
い
て

オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
の

普
及
方
針
に
つ
い
て

市
役
所
庁
舎
内
の
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

ア
ナ
ロ
グ
な
対
応
を
求
め
る
市

民
の
声
に
つ
い
て

こおりやま市議会だより　第200号

－16－

立
憲
民
主
党

吉
田
　
公
男
議
員

よ
し
だ

き
み
お



　
現
在
実
施
し
て
い
る
小
学
校

６
校
で
、
む
し
歯
有
病
率
は
開
始

前
約
72
％
か
ら
令
和
３
年
度
約
62

％
、
む
し
歯
本
数
も
減
少
し
て
お

り
、
小
分
け
さ
れ
た
洗
口
液
を
保

護
者
協
力
の
も
と
活
用
す
る
こ
と

は
、
む
し
歯
予
防
へ
有
効
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

学
校
で
フ
ッ
化
物
洗
口
を
実
施

す
る
際
に
は
、
学
校
歯
科
医
の
指

示
書
が
必
要
で
あ
り
、
仮
に
、
洗

口
液
を
学
校
か
ら
保
護
者
に
配
布

す
る
場
合
、
法
律
上
の
課
題
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
歯
科
医
師
会
等
の

指
導
を
得
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　

 

小
学
校
で
は
大
容
量
の
洗
口

液
を
小
分
け
に
し
て
配
布
す
る
等
、

先
生
の
負
担
が
大
き
か
っ
た
。

一
回
分
が
容
器
に
小
分
け
さ
れ

た
洗
口
液
を
活
用
し
、
事
業
を
拡

充
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

　
公
共
施
設
照
明
設
備
改
修
の

一
括
リ
ー
ス
形
式
に
つ
い
て
、
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
踏
ま
え

当
手
法
を
選
択
し
た
理
由
は
。

問答

問答 公
共
施
設
照
明
設
備
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

の
リ
ー
ス
契
約
に
つ
い
て

小
学
校
の
フ
ッ
化
物
洗
口
事
業

の
拡
充
に
つ
い
て

　
リ
ー
ス
方
式
に
よ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ

の
整
備
は
、
公
共
工
事
発
注
方
式

と
の
比
較
で
、
約
６
割
程
度
の
コ

ス
ト
削
減
と
と
も
に
、
初
期
費
用

を
抑
え
て
年
度
間
の
費
用
負
担
を

平
準
化
で
き
る
こ
と
が
特
徴
で
あ

り
、
短
期
間
で
よ
り
多
く
の
公
共

施
設
に
お
け
る
照
明
設
備
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
が
可
能
と
な
る
。

さ
ら
に
、
複
数
の
施
設
を
対
象

と
す
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
や
契

約
等
の
集
約

に
よ
る
市
全

体
の
事
務
量

軽
減
が
大
き

な
メ
リ
ッ
ト

で
あ
る
。

　
令
和
２
年
度
か
ら
、
学
校
の

教
育
活
動
全
体
を
通
し
て
、
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
持
続
可
能
な
社

会
の
創
り
手
を
育
成
す
る
教
育
の

充
実
を
図
っ
て
き
た
。

具
体
的
に
は
、
全
市
立
学
校
で

社
会
科
等
の
時
間
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
つ
い
て
学
習
す
る
時
間
を
設
定

す
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
教
科

で
学
習
内
容
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
の
関

連
を
図
っ
た
学
習
を
展
開
す
る
こ

と
で
、
児
童
生
徒
が
発
達
段
階
に

応
じ
て
背
景

や
理
念
を
理

解
す
る
学
習

を
推
進
し
て

い
る
。

　
市
民
や
市
内
の
事
業
者
を
対

象
に
実
施
し
て
い
る
次
世
代
自
動

車
導
入
事
業
は
、
令
和
４
年
度
予

算
で
支
援
件
数
を
増
や
す
こ
と
と

し
て
お
り
、
家
庭
用
の
省
エ
ネ
設

備
等
の
導
入
助
成
も
補
助
予
算
総

額
を
増
額
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
富
久
山
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
設
置
予
定
の
体
感
型
環
境

学
習
施
設
の
活
用
や
、
子
ど
も
を

対
象
と
し
た
燃
料
電
池
教
室
等
の

新
た
な
周
知
啓
発
事
業
を
行
う
。

今
後
も
、
全
部
局
の
協
奏
に
よ

り
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
シ
テ
ィ
郡
山
の
実
現
を

目
指
し
て
い
く
。

　

 

化
石
燃
料
に
依
存
し
な
い
社

会
の
た
め
に
は
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
対
策
が
必
要
だ
が
、
多
く
の
課

題
に
対
し
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う

に
支
援
を
し
て
い
く
の
か
。

　

 

国
連
の
持
続
可
能
な
開
発
目

標
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
学
校
教
育
に
お

け
る
取
組
み
状
況
は
。

問答

問答

新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ

い
て

学
校
教
育
で
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取

組
み
状
況
に
つ
い
て

志 

翔 

会

七
海　
喜
久
雄
議
員

な
な
う
み

き
く
お

志 

翔 

会

佐
藤　
徹
哉
議
員

さ
と
う

て
つ
や

ＬＥＤ照明（中央公民館）

SDGs17 の目標を示すアイコン

一般質問

一般質問

こおりやま市議会だより　第200号

－17－



新型コロナウイルス感染症対策 24億9,480万円

一般会計 
特別会計 
企業会計 
合 　  計 

（対前年比9.1％増）
（対前年比3.1％増）
（対前年比0.1％増）
（対前年比5.9％増）

4,000万円４千
4,687万４千円
5,332万9千円
4,020万3千円

1,320億
657億
370億

2,348億

・３回目のワクチン接種推進
・疫学調査や療養者支援体制を拡充
・救急医療輪番体制確保等、医療機関への支援
・専門看護師の育成支援  等

町内会におけるコミュニケーションツールアプリ
の試行的導入

より見やすく検索しやすく、市議会ウェブページが新しくなりました！
本会議や委員会の会議録、市議会の中継など、市議会の最新情報が御覧いただけます。

郡山市ウェブサイトのトップページから
「郡山市議会」のバナーをクリック又は、
「郡山市議会」で検索してください。

（令和３年４月～令和４年３月）
インターネット議会中継アクセス数

生 中 継…19,412件
録画中継…  3,129件

1,860万円ひとり親世帯などの家賃等負担支援 

道路ネットワークの充実（幹線道路の整備推進）
10億8,864万円

電気（ＥＶ）・燃料電池自動車 （ＦＣＶ）の
購入費支援

ＡＩによる水道管路劣化状態の予測診断
3,348万円

パークゴルフ場の調査設計委託 5,910万円

公共施設照明設備のＬＥＤ化 ３億7,904万円

医療的ケアが必要な児童生徒に対する保育所や
小中学校における支援体制の構築 2,526万円

 237万円

 1,000万円

予算の詳細は
ウェブへ

－18－

こおりやま市議会だより　第200号

令和４年度当初予算の主な内容

市議会ウェブページ

郡山市ウェブサイトアドレス 
https://www.city.koriyama.lg.jp/

郡山市議会 検索

新 
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こおりやま市議会だより　第200号

　
令
和
３
年
12
月
24
日
開
催
の
委

員
会
で
は
、
今
後
の
進
め
方
に
つ

い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
１
月
25
日
開
催
の
委

員
会
に
お
い
て
は
、
当
局
か
ら
次

の
説
明
を
受
け
、
種
々
質
疑
を
交

わ
し
ま
し
た
。

◇
郡
山
市
産
米
の
消
費
拡
大
に
関

　
す
る
取
組
み
状
況
に
つ
い
て

　
２
月
10
日
、
３
月
25
日
の
委
員

会
で
は
審
議
項
目
等
に
関
す
る
協

議
を
行
い
、
次
の
と
お
り
審
議
項

目
を
決
定
し
ま
し
た
。

■
審
議
項
目

  

・
消
費
拡
大
を
目
指
す
条
例
に

　

 

つ
い
て

  

・
米
の
日
等
に
つ
い
て

  

・
議
会
・
議
員
の
取
組
み
に
つ      

　
 

い
て

  
・
米
の
提
供
拡
大
に
つ
い
て

  
・
米
飯
給
食
の
拡
大
に
つ
い
て

  
・
販
売
・
消
費
促
進
、
販
路
拡  

　

 

大
に
つ
い
て

　
今
後
も
郡
山
市
産
米
の
消
費
拡

大
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

郡
山
市
産
米
の
消
費
拡
大
に
向
け
た
特
別
委
員
会

■
開
催
日

　
1
月
12
日

■
演
題

　
国
及
び
福
島
県
の
経
済
状
況
に
つ

い
て

■
講
師

　
財
務
省
東
北
財
務
局
福
島
財
務

事
務
所

■
目
的

　
郡
山
市
議
会
基
本
条
例
に
基
づ

き
、
積
極
的
な
政
策
立
案
及
び
政

策
提
案
に
関
す
る
能
力
の
向
上
を

図
る
。

　
今
回
の
研
修
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
経
済
へ
の

影
響
を
踏
ま
え
、
改
め
て
国
及
び

福
島
県
の
経
済
状
況
を
把
握
す
る

た
め
、
財
務
省
東
北
財
務
局
福
島

財
務
事
務
所
か
ら
講
師
を
迎
え
、

御
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
全
国
や
東
北
と
の

比
較
を
交
え
た
福
島
県
の
経
済
構

造
、
直
近
の
国
の
経
済
情
勢
な
ど

を
わ
か
り
や
す
く
解
説
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

議
員
研
修
会

傾聴する議員

スクリーンを使った解説

最高級米「ＡＳＡＫＡＭＡＩ887」



編 集
後 記

今号は、２００号という区切りの発行です。昭和47年の第１号発行以来50年間、市議
会だよりは、市民に議会の状況をどう伝えるかを念頭に発行してきました。近年、議会運
営のあり方も、議会から市民への一方通行ではなく、市民の声を反映させる工夫が求めら
れており、この市議会だよりの紙面改善のほか、議員主体の議場見学の開催に加え、令和
3年度は議会モニター制度、議会報告会を実施しました。今後も、「市民のための議員活
動」を意識し、議会と市民の橋渡しの役割を果たす「市議会だより」として改善を重ねて
まいりますので、皆さんの声をお寄せください。（岡田）

こおりやま市議会だより　第200号

市議会だよりに対する御意見、御感想は議会事務局総務議事課まで 
TEL024-924-2521 メールアドレス soumugiji@city.koriyama.lg.jp 
印　刷／株式会社やまと印刷
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見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

日 月 火 水 木 金 土 
6／15

事務整理日(休会) 
※請願締切 

※陳情締切 

16 17 18

2322 24 25

休会 

休会 
19
休会 

休会 

20

事務整理日（休会）

21

3026 27 28 29

・本会議の様子を市議会ウェブページから生中継いたします。
・生中継は、各行政センター、緑ケ丘ふれあいセンター、
ビッグアイ６階の市民プラザ（月曜日を除く。）でも御覧いただけます。

・録画中継は、生中継の４日後（土・日曜日及び祝日を除く。）から公開します。

本会議―閉会

本会議―開会 議案調査（休会）

※正式な日程は、定例会初日に決定するため、変更になる場合があります。
　詳しくは、議会事務局までお問い合わせください。

６月定例会開催予定 

本会議（市政一般質問）

議会の傍聴
　本会議や委員会の様子は、どなたでも御覧いただけます。
議会の傍聴は、市政の運営を知り、市民の皆さんが選んだ議
員の活動状況などを理解する一つの方法です。

受付場所 西庁舎７階 傍聴受付 西庁舎６階 議会事務局 

受付時間 会議開始30分前から 会議開始40分前～20分前 

本 会 議 常任委員会 

受付場所 西庁舎７階 傍聴受付 西庁舎６階 議会事務局 

受付時間 会議開始30分前から 会議開始40分前～20分前 

常任委員会

議場に足を運ばなくても本会議を見ることが
できる「インターネット議会中継」も併せて
御活用ください。

※本会議、常任委員会の会議開始は通常午前 10 時です。

昨年度の傍聴者数

本会議…371人　 委員会…57人
（令和３年４月～令和４年３月）

市議会中継


